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＜連絡事項＞
・他科受診時の入院証明書は前もって医事へ依頼はして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・角濱　義弘様～外泊訓練の為、知人の送迎にて9時～16時まで自宅へ外出しています。
・岡沼　和久様～本日臨時薬追加。
リボトリール（0.5）2Ｔ

　　　　　　　　クエチアピン（25） 2Ｔ

　　　　　　　　レボトミン（5）　　2Ｔ　　　2×夕・就床前
　

　　　　　　　　ロキソプロフェンＮａ（60）3Ｔ

　　　　　　　　エペリゾン塩酸錠（50）　　3Ｔ　毎食後　4日分　処方となっています。

・井上　和美様～便秘時　アローゼン顆粒（0.5）10回分処方となっています。
・十日市　利喜様～便秘時　ピコスルファートＮａ内用液　2本処方となっています。　
＜要注目患者様＞
・岡沼　和久様～昨夜は薬剤調整にて22時～4時まで中途覚醒なく睡眠とれています。
まだ、日中は倦怠感があると各プログラムは不参加で臥床して過ごしています。薬剤調整中である為、睡眠状況とともに身体症状の観察もしながら、訴えを傾聴し対応していきます。
・伊藤　雄一様～脈拍のリズム不整は持続していますが、不調の訴えなく経過しています。服薬に関する訴えや拒否もありません。引き続きバイタルチェックして身体症状の観察をしながら、薬に関する訴えがあった際は傾聴し拒薬ないよう関わっていきます。
・小笠原　文人様～レストランで他者のテーブルの前で止まり地団駄を踏んだり、時間外の嗜好品の要求が通らない事に易怒的になり叫んだり、洗面時頭髪にシャンプーを塗り付けたり、洗顔フォームで歯磨きしようとしている等の奇異行動や呂律不良のため、会話内容が聞き取れない状況続いています。引き続き精神症状観察し他者トラブルや迷惑行為の有無がないよう関わっていきます。
・滝田　英人様～レストランや作業棟への移動時に、一時的に大声で独語している時がありますが、長く続くことなく比較的静かに過ごしています。不調も聞かれず、日課は行うことができています。身体面と精神症状を観察して行きます。
・杉澤　恵子様～易刺激性・気分変動は目立たず、対面時も穏やかに対応しています。
引き続き、言動の観察と衝動的な行動によりトラブルが無いよう注意していきます。本日排便－4日目にて、8時頃に下剤（ピコスルファートＮａ20滴）服用していますが排便なく、膨満みられています。食事や思考品は摂取できており、排ガスあるとのことにて、腹部マッサージ施行し様子観察しています。
＜田名部Ｄｒ診察情報＞
・岡沼　和久様～昨日は眠れたが、眠気が残っているとの事。主治医より、明日から日中の薬剤を減薬していく事の説明を受け、了解される。また、夕だけパンからご飯に変えたいとの要望あり、明日から変更する事となる。腰痛の訴えもあり、鎮痛薬（今夕～4日分）と湿布2袋処方となる。臨時薬は、内容一部変更にて7日分処方となる。
・畑中　成夫様～少しは良くなってきたが、まだ、他患者様の歩き方がきになり、嫌がらせを受けている様だと言う。挑発されている様だとも話される。青山荘について、色々質問されている。
・高田　マキ様～体調について色々話されているが、早口で聞き取れず。臨時薬は昼の薬剤をロドピン（25）1Ｔ→オランザピン（10）1Ｔに変更、他同内容で7日分処方となる。

・中村　寿昭様～体調については、落ち気味であると言う。「良くなったり、悪くなったりの繰り返しで、それが頭から抜けなくて先が見えない。」などと話される。生きる事に疲れるとも話す。退院できないかもってあきらめが先に出てきてしまうと言う。主治医より認知療法も今後取り入れていく事の説明を受け、了解されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・飯豊　信雄様～体調については「いいです。」と、幻聴については「気にならない。」と答えている。バレリンがバルプロ酸ナトリウムへ変更、他同内容で7日分処方となる。

・高橋　伸治様～体調については「良い」と答える。日中、臥床がちである事から、次回からの定期薬で眠剤を弱くしたとの説明を受け、了解されている。臨時薬同内容で7日分処方となる。

・高橋　義明様～眠れているか？との問いには「はい」、作業は？「やってます。」、幻聴は？「ないです。」と短く答えている。臨時薬は、夕のインヴェガを減薬し、ラツーダ錠追加、他同内容で7日分処方となる。
・杉澤　恵子様～排便がない事を気にされている。本日で－4日目である。食事を糖尿食（23単位）→常食に戻しているので、少し様子を観る様に説明を受け、了解されている。肩や腰の痛みも訴えあり、湿布2袋、また、点眼薬もなくなったとの事で1本処方となる。臨時薬は、11/3迄であった為、11/4～7日分処方頂く。
・尾嵜　マリ子様～睡眠については「眠れてるけど、1回目が覚めると眠れなくなる。」と話される。眠剤は変えなくても良いと言う。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・蕨　真理様～認定調査では、色々話せていたとの事。苛々感や憂鬱気分はないと言う。睡眠はとれていて、腹痛もないとの事。臨時薬は11/3迄であった為、11/4～7日分処方となる。

<ＳＳＴミーテング＞
短期目標の振り返り、ウオーミングアップ


